
○近江八幡市請負工事成績評定実施要綱 

令和７年３月２１日 

告示第４８―２号 

（目的） 

第１条 この要綱は、近江八幡市が所掌する請負工事（以下「工事」という。）の適

正かつ効率的な施工を確保し、工事に関する技術水準の向上に資するとともに、受

注者の適正な選定及び工事の品質確保を図るため、工事の成績評定（以下「評定」

という。）に必要な事項を定めることを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条 評定は、契約金額が２００万円以上の工事について行うものとする。 

（評定者） 

第３条 評定を行う者（以下「評定者」という。）は、近江八幡市建設工事執行規則

（平成２２年近江八幡市規則第１５５号）第２３条に定める検査職員及び近江八幡

市請負工事監督規程（平成２２年近江八幡市訓令第６５号）第２条第２項に定める

総括監督員、主任監督員及び監督員とする。 

（評定の時期） 

第４条 評定を行う時期は、検査職員にあっては検査の時、総括監督員、主任監督員

及び監督員にあっては工事の完成の時とする。 

（評定の方法） 

第５条 評定は、工事ごとに行うものとする。 

２ 評定は、監督又は検査により確認した事項に基づき、評定者ごとに的確かつ公正

に行うものとする。 

３ 評定は、工事の完成検査、一部完成検査又は中間検査のときに、それぞれ行うも

のとする。この場合において、完成検査の評定は、一部完成検査又は中間検査で行

った評定を勘案した総合評定で行うものとする。 

４ 工事成績の採点は、工事成績採点表（別記様式第１号（小規模工事（土木工事に

おいて、契約金額が５００万円未満の工事をいう。以下同じ。）にあっては別記様

式第１号の２）及び細目別評定点採点表（別記様式第１号の３（小規模工事にあっ



ては別記様式第１号の４）により行うものとする。 

５ 評定の結果は、工事成績評定表（別記様式第２号）に記録するものとする。 

６ 考査項目ごとの採点は、別に定める工事成績の採点の考査項目の考査項目別運用

表によるものとし、記入方法及び留意事項並びに施工プロセスのチェックリストを

考慮するものとする。 

７ 前項の場合において、工事における「高度技術」、「創意工夫」及び「社会性等」

に関しては、請負人が当該工事における実施状況を創意工夫・社会性等に関する実

施状況（別記様式第３号（小規模工事にあっては別記様式第３号の２、建築工事に

あっては別記様式第３号の３）及び創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資

料）（別記様式第４号（小規模工事にあっては別記様式第４号の２、建築工事にあ

っては別記様式第４号の３）により提出できるものとし、当該提出のあった場合は

当該記載内容を考慮して評定するものとする。 

（評定結果の報告） 

第６条 評定者は、評定を行ったときは遅滞なく評定表を検査担当課長に提出し、検

査担当課長は当該評定表が適当と認めた場合は市長に提出するものとする。 

（評定結果の通知） 

第７条 市長は、評定者から評定表の提出があったときは、当該工事の受注者に対し

て、請負工事成績評定通知書（別記様式第５号（小規模工事にあっては別記様式第

５号の２）により速やかに通知するものとする。 

（評定の修正） 

第８条 市長は、評定の結果を通知した後、評定を修正すべきと認める場合は、当該

評定を修正し、その結果を当該工事の受注者に通知するものとする。 

（説明請求等） 

第９条 第７条又は前条による通知を受けた者は、当該通知の文書を受領した日から

起算して１４日以内に請負工事成績評定説明請求書（別記様式第６号）により、市

長に対して評定の内容について説明を求めることができる。 

２ 市長は、前項による説明を求められたときは、請負工事成績評定に係る説明書（別

記様式第７号（小規模工事にあっては別記様式第７号の２）により速やかに回答す



るものとする。 

（評定点の公表） 

第１０条 市長は、受注者に評定を通知したときは、当該評定点を検査担当課におい

て閲覧による方法により公表するものとする。 

２ 市長は、前条第２項の規定による回答を行ったときは、説明を求めた者の提出し

た書面及び回答を行った書面を、検査担当課において閲覧による方法により公表す

るものとする。 

３ 公表の期間は、工事の完成年度の翌年度までとする。 

（再説明請求等） 

第１１条 第９条第２項の規定による回答を受けた者は、当該回答の文書を受領した

日から起算して１４日以内に、請負工事成績評定再説明請求書（別記様式第８号）

により、市長に対して再説明を求めることができる。 

２ 市長は、前項の規定により再説明を求められたときは、近江八幡市入札監視委員

会の意見を聴いたうえで、請負工事成績評定に係る再説明書（別記様式第９号）に

より回答するものとする。 

３ 市長は、前項の回答を行ったときは、再説明を求めた者が提出した書面及び回答

を行った書面を、検査担当課において閲覧による方法により速やかに公表するもの

とする。 

（その他） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、評定に関し必要な事項は、市長が別に定め

る。 

付 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、廃止前の近江八

幡市工事成績評定値の通知及び公開に関する要綱（平成２２年近江八幡市告示第２

７３号）規定によりなされた手続その他の行為は、なお従前の例による。 



３ 施行日の前日までに、廃止前の近江八幡市請負工事成績評定基準（平成２２年近

江八幡市訓令第６７号）の規定によりなされた検査その他の行為のうち、現に当該

検査を完了していないものについては、なお従前の例によることができる。 

（近江八幡市工事成績評定値の通知及び公開に関する要綱の廃止） 

４ 近江八幡市工事成績評定値の通知及び公開に関する要綱は、廃止する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



別記様式第１号（第５条関係） 

別記様式第１号の２（第５条関係） 

別記様式第１号の３（第５条関係） 

別記様式第１号の４（第５条関係） 

別記様式第２号（第５条関係） 

別記様式第３号（第５条関係） 

別記様式第３号の２（第５条関係） 

別記様式第３号の３（第５条関係） 

別記様式第４号（第５条関係） 

別記様式第４号の２（第５条関係） 

別記様式第４号の３（第５条関係） 

別記様式第５号（第７条関係） 

別記様式第５号の２（第７条関係） 

別記様式第６号（第９条関係） 

別記様式第７号（第９条関係） 

別記様式第７号の２（第９条関係）（小規模） 

別記様式第８号（第１１条関係） 

別記様式第９号（第１１条関係） 

 


